
ばん馬はかつて競走馬と種雄馬を分け
て育成するのが主流でした。しかし、そ
の風潮を変えた先駆者がタカラコマです。
父のケルネヴェーズはブルトン種とし

ては非常に大きな馬で、母の宝はペルシ
ュロン系種雄馬の産駒。父母の良い資質
を受け継いだ半血のタカラコマは、雄大
な馬格を持ち、競走馬としても種雄馬と
しても大成しました。供用期間はわずか
８年間でしたが、多くの産駒を残しまし
た。産駒の多くは本馬に似て早熟な傾向
がありましたが、代表産駒のタカラフジ
は古馬になってばんえい記念はじめ多く
の重賞を勝ち、１億円馬になっています。

サクラリュウ
鹿毛 2010年生
（帯広記念２着）

タカラフジ
栗毛　1981年生

チヨテンリュウ
鹿毛　1984年生

エビスカチドキ　栗毛　1995年生

スターシンザン
鹿毛　1995年生

チヨノキング
鹿毛　1998年生

カクセンキング
鹿毛  2012年生（A2）

ゴールデンフジ
鹿毛  2011年生（B1）

クシロキンショウ
鹿毛　1994年生

タカラコマ 鹿毛　1968年生

クロタカ
青毛　1980年生

オイドン
栗毛　2008年生
（天馬賞／ばんえい
ダービー等）

ホクショウマサル
 鹿毛　2011年生
（ばんえい記念等／
31連勝記録）

主な産駒

主な産駒

※種雄馬の生年表記（　）は
　現役引退時の格付け

タカラコマ
1968年生　半血種　鹿毛　網走市産
競走成績：93戦31勝 2着17回 3着5回
血統登録馬数：704頭 種雄馬登録数：50頭

マルゼンストロングホース
1972年生　栗毛　米国産　
血統登録馬数：486頭　種雄馬登録数：52頭

主な産駒
ミソギホマレ

アオヤマトップ
栃栗毛　1978年生

アキバオーショウ
栗毛　1992年生

フジカチドキ
鹿毛　2006年生

ミハル
芦毛  1989年生 

ウンカイ
青毛  1994年生
父マツノコトブキ

主な産駒

カゲオー
鹿毛　1987年生

ニュートリノ
鹿毛　1994年生

センリョウボス
鹿毛  2014年生  A1クラス
（’23/1/31現在）

主な産駒
ナナノチカラ 栗毛  2010年生
（黒ユリ賞／ばんえいオークス等）
コウシュハクイーン
栗毛  2010年生（ばんえい大賞典）
セイコークイン
鹿毛  2010年生
（カーネーションC／ヒロインズカップ２着）
シリウス 鹿毛  2012年生
（黒ユリ賞／ばんえい大賞典）

マルゼンバージ
栗毛　1986年生

マルゼンストロングホース 栗毛　1972年生

ファーストスター

鹿毛 
 2007年生
（天馬賞等）鹿毛 2018年生

（銀河賞）

ジアンデユマレイと並ぶベルジ
アン種の名種雄馬です。サラブ
レッドの名馬マルゼンスキーの
オーナー、橋本善吉氏が輸入した
ことで有名です。大成功した２頭
の種雄馬は同じ牧場の出身で、
ショータイプに改良される前の古
風なベルジアン種で強い近親交配
を持っていました。
代表産駒はばんえい記念２勝の
マルゼンバージ。純血種で初のば
んえい記念馬で、その後も純血種
でばんえい記念を制した馬は出て
いません。

数年前までその父系からコンスタントに活躍馬を送っていましたが、現在、
A1クラス以上の現役馬がいる父系はアオヤマトップ～アキバオーショウと、
カゲオー～ニュートリノの二つ。アキバオーショウの父系は牝馬の活躍馬が
多く、マルゼンストロングホースの父系は先細りになりつつあります。しか
し、母の父として大種雄馬ウンカイを送りました。ウンカイ産駒の人気種雄
馬、フジダイビクトリーとコウシュハウンカイはマルゼンストロングホース
の強い近親交配を持っており、今後もその血は広まっていくことでしょう。

残念ながら直系は先細りの傾向にあります。イレネー記念、ポプラ賞の勝
ち馬クロタカから、エビスカチドキ～オイドン・ホクショウマサルにつなが
る系譜が一番発展する可能性があったのですが、悲しいことにオイドンもホ
クショウマサルも早世して産駒を残せませんでした。直系の父系ではありま
せんが、クロタカ産駒のスターシンザンは母の父として、ネオキングダム（母：
汽笛）、クイーンヴォラ＆フォルテシモ姉妹（母：スターシンナ）、アーティ
ウィング（母：亜委）といった活躍馬を送り出しています。

ベルジアン種の代表的な種雄馬Vol.2

今に伝わるマルゼンストロングホースの血 今に伝わるタカラコマの血

いいとこ取りを
産駒につたえる 半血種の名種雄馬
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ばんえい競馬では同じ母を持つ兄弟が活躍している事例がたくさんありま
す。二世ロッシーニで紹介したマツノコトブキも兄ハヤホマレは重賞を12勝
した名馬でしたし、ウンカイの妹アンローズは重賞10勝。カネサブラック、
カネサテンリュウの兄弟もしかり。なかでも、ダイヤテンリュウの母トツカ
ワは、ばんえい競馬界屈指の名繁殖牝馬でした。
トツカワ自身の競走成績は55戦２勝とふるいませんでしたが、その血統は
素晴らしいものでした。父はジアンデユマレイ、母の父はタカラコマ。母系
も素晴らしく、おばは２頭のばんえい記念馬の母です。

ダイヤテンリュウは２〜５歳まで
毎年重賞を勝ち、５歳時の活躍で
1992年の年度代表馬に選ばれた名競
走馬です。７歳で若くして種雄馬入
りしました。
良血で素晴らしい競走成績、世代
戦で強かった早熟性。関係者の期待
にたがわず、初年度から産駒は活躍
し、大差で２歳種雄馬ランキング１
位を獲得。その後総合種雄馬ランキ
ングでも６回１位に輝き、2000年代
を代表する大種雄馬となりました。

多くの現役活躍馬がこの父系の出身です。また、センゴクエースの母で、
重賞13勝の女傑サダエリコの父でもあります。

ダイヤテンリユウ
1987年生　半血種　鹿毛　ニセコ町産
競走成績：71戦29勝２着11回３着６回
血統登録馬数：557頭 種雄馬登録数：38頭

トツカワ 1981年生　半血種　栗毛　豊頃町産

トツカワの主な産駒
ダイヤテンリュウ 1987　鹿毛
（父キタノテンリュウ）
重賞10勝、年度代表馬、種雄馬
ニセコクイン 1989　栃栗毛
（父ハイスピード）重賞５勝
ヨウテイクイン 1990　鹿毛
（父ハイスピード）重賞10勝
コトブキクイン 1992鹿毛
（父マツノコトブキ）ばんえいオークス２着

マルニセンプー
鹿毛　2008年生

イワキダイヤ
鹿毛 2018生（銀河賞３着）

エンゼルフクヒメ
栗毛 2017生(黒ユリ賞)

主な産駒

コマローレンス
鹿毛　1998年生

キタノイチオク
鹿毛　2001年生

ブチオ
鹿駁毛 2013生（A2クラス）

アオノゴッド 
栗毛 2016生
（ばんえい菊花賞３着）

サクラヒメ
鹿毛 2018生
(ばんえいオークス／天馬賞／
クインカップ／ばんえい菊花賞)

キタノミサキ
青毛 2014生(黒ユリ賞)

アスリート
鹿毛 2012生（クインカップ）

ミノルシャープ
鹿毛 2014生
（ばんえいグランプリ／
旭川記念／北斗賞／
銀河賞／はまなす賞）

鹿毛　1987年生ダイヤテンリュウ

キングシャープ
鹿毛　1999年生

マルニエーカン
栗毛　1995年生

サダエリコ
 鹿毛　2000年生

タカナミ
鹿毛 2018年生（翔雲賞）

主な産駒 主な産駒 主な産駒

センゴクエース
鹿毛　2012年生
父ウンカイ
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そして血統に見合う素晴らしい繁殖成績を上げます。産駒4頭がオープン
馬となり、３頭が重賞勝ち。1995年の準重賞レディースカップでは１〜３着
をトツカワの三姉妹で独占しファンを驚かせました。
トツカワの写真を見ると、毛色や体格などはジアンデユマレイ（ベルジア
ン種）の影響が強そうです。母の父タカラコマはブルトン種の父とペルシュ
ロン系種雄馬産駒の母から生まれた馬です。トツカワには1/2ベルジアン種、
1/4ブルトン種、残り1/4のうち何割かがペルシュロン種という血統構成にな
っています。このトツカワにキタノテンリュウ（ブルトン種3/4、ペルシュ
ロン種1/4）を交配してダイヤテンリュウは生まれました。ダイヤテンリュ
ウは３品種の混血により日本輓系種が生まれるプロセスを体現しているよう
な種雄馬です。
ちなみに、現在オープンで活躍しているアアモンドグンシンはヨウテイク
インの孫にあたります。（母サトミクインはヨウテイクインの産駒です）この
一族は今もばんえい競馬界で輝き続けています。

広く発展しているダイヤテンリュウの血脈

名繁殖牝馬から生まれた名種雄馬

トツカワ
1981年生 栗毛

キタノテンリュウ
1974年生 鹿毛

タカラコマ

タカラコマ

能竹

能信
1974年生 栗毛ジアンデユマレイ

吹姫
1977年生 栗毛ジアンデユマレイ

ニューフロンテヤ 
1983年生 栗毛

ばんえい記念馬

タカラフジ
1981年生 栗毛

ばんえい記念馬

鉄鯉 鉄鯉

ダイヤテンリュウ
1987年生 鹿毛

ダイヤテンリュウは鉄鯉＆タカラコマ＆ジアンデユマレイのコラボレーション!

トツカワ＆ダイヤテンリュウの血統図
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